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学校評価委員会 2009.02.20 では 

○学校関係者評価  『今年の重点目標に対する自己評価と来年度の目標設定に向けて』 2009.02.13 （報告）を 

受けて、来年度の重点目標について話し合いました。 

 
評価 
（本校の今年度の目標の達成度を、どのように感じるか、 ４：大変よくできている。 3：できている。 2:ややできていない 1:できていない ） 

今年の重点目

標 
自己評価 

来年度の目標

設定について 
学校関係者評価での意見 

評

価 

来年度の目標に

ついて（委員会で

の意見など） 
一人一人に応じた分かる授業
をすることで、生徒の学力は
伸びていく。学校のレベルを
上げるためにも学力をつけて
ほしい。 

3 

・学習意欲のわく授業等の項
目が生徒と先生の評価がかけ
はなれるのは仕方ない面もあ
るが、今後更に授業の工夫に
取り組んでほしい。 
・親との共有 

2 

・一人一人にきめ細かな授業

を心がけるのは、大変である

が、頑張ってほしい。 

3 

① 基 礎

的・基本

的な知識

や技術を

確実に身

につけさ

せる。 

『授業評価』の結果

から、教員は一人一人

に応じた分かる授業を

心がけており、生徒も

それを感じている。

「タペストリー」では

全国的な評価を得た。

今後とも重点目標とし

て創意工夫していきた

い。『自己評価』に見

られるように、教科ご

との最終評価にはばら

つきがある。１の評価

のものについては見直

し、その他について

は、これまでどおりや

や高い目標を設定して

努力したい。 

継続して同じ

目標を掲げ

る。 

・ 英語の取り組みが、高校生に

とって大切になってくる。 

①基礎的・基本

的な知識や技術

を確実に身につ

けさせる。 

 3 
・更に努力も 3 
・本校の各種資格･検定への挑

戦は、大きく評価します。 

・各分野に広く挑戦してほし

い。そして、高度な技能を取

得できるような取り組みをお

願いします。 

4 

②各種資

格・検定

に積極的

に挑戦さ

せる。 

『学校評価アンケー

ト』からも、最も重点

を置いており、生徒・

保護者・教員とも評価

は高い、本校の根幹を

成す目標であり、今後

とも前向きに取り組み

たい。 

『自己評価』から、そ

れぞれの科で具体的に

目標を掲げているが、

まだまだ成果として十

分なものとはいえない

ので、更に努力した

い。 

「高度熟練技

能者への挑

戦」を目標と

して掲げ、さ

らに充実させ

たい。 

早い時期に三者懇談などをして、
生徒の一人一人が将来の目標を早
く決め、生徒・先生・親が一つの
目標を共有して頑張ってくださ
い。 

「高度熟練技能

者への挑戦」を

目標として掲

げ、さらに充実

させたい。 

 4 
 3 
１年生の時より、クラス単
位で課題を決め、全校で競う
形で、良い物を全国に発信し
てほしい。 
３年間で、全員がものづくり
の喜びを体験し形にするよう
にしてほしい。 

4 

１
教

育

活

動 

③ものづ

くり教育

に重点を

おき地域

産業を支

える職業

人を育て

る。 

「あゆみちゃん」

「ものづくりコンテス

ト」「研究成果発表

会」など、家庭科や課

題研究の授業で製作し

た作品等が、全国や香

川県で最高位の評価を

得ることが出来た。 

このような成果を足が

かりに、更に力を入れ

て取り組みたい。 

地域の高度熟

練技能者を活

用して、技能

の伝承、地域

のものづくり

人材の育成を

図る。 

本校生徒の就職の状況と、早期
離職者の問題についてはどうなの
ですか？ 

地域の高度熟練

技能者を活用し

て、技能の伝

承、地域のもの

づくり人材の育

成を図る。 
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 3 
・部活動の活性化 2 

・クラブ活動は、盛んだと思

います。拳法部のOB会で話題

になったが、現役（学校）か

らの要望をOB会に積極的出し

てもよいと思います。（援助

したいと考えている。） 

3 

①職員間

の理解を

深め、協

力して生

徒に関わ

れるよう

に、学校

のスリム

化を実現

する。 

『学校評価アンケー

ト』から、保健室や教

育相談の対応も高い評

価を得ている。また、

学校生活を楽しんでい

る生徒の割合も高い。 

しかしながら『自己

評価』や『学校実態調

査』に見られるよう

に、生徒指導の面や、

悩みを持った生徒への

対応では、より細かな

心配りが必要な課題も

多い。 

 多忙さを軽減し、よ

り多く生徒にかかわれ

る環境の整備に努めた

い。 

 校内の第３回学校評

価委員会では、部活動

の入部率は高いが、中

途で退部する生徒など

もあり、必ずしも活性

化が図れていないので

はないかとの意見が出

た。大きな課題として

検討していきたい。 

生徒にかかわ

れる時間を確

保し、生徒の

活動を活発に

することに重

点をおいて、

目標を設定し

たい。 

・学校はスリム化というが、教員

はほんとうに多忙なのか？ 

部活動の活性化を

重点目標にするか

どうかは別とし

て、本当に活性化

するなら、各部の

各月毎の指導計画

の提出を義務付け

るなどの、具体的

な方法を考えない

といけないかも知

れない。 

 教員（顧問）一

人一人の自覚の問

題もある。放課後

どれだけの時間生

徒に関わり指導で

きているが大切で

ある。 

・三豊工業と豊浜幼稚園との

交流活動を地域に発信できれ

ばと考えている。 

4 

 3 
・地域への連携は大変よくで

きていると思います。 

・地元の人が参加できるイベ

ントをしてほしい。部活動の

OBや卒業生も協力できるので

はないか。 

・持久歩などの行事はもっと

アピールすべきだ。 

3 

２
学

校

運

営 

②積極的

に情報発

信し、地

域との連

携・協力

を図りな

がら信頼

される学

校を目指

す。 

「綿繰り機」「あゆ

みちゃん」「ごみス

テーション」など地域

とのかかわりを持った

製作物、「サイエンス

フェスタ」等のイベン

ト、「三豊工だより」

の地域の小中学校への

配布、「福祉祭り」を

はじめとする地域行事

への参加など、本校の

特色を生かした連携に

取り組んだ。今後とも

このような取り組みを

積極的に推し進めた

い。 

これまでの

取り組みに

加え、「もの

づくり展示

コーナー」の

取り組みを加

えさらに充実

させたい。 

日本一になったことを、生徒の

間でもっと共感できるようにし

て、誇りを持たせるようにしては? 

校外活動で幼さを感じるところ

がある。よい面を持っているが、

礼儀などの面で気になるところも

ある。保育所の“夕涼み会”引率

の先生の負担にならない形で、今

後ともよろしくお願いしたい。   

礼儀については 

幼さについては、

日頃感じている。

言葉遣いでは、

《ため口》など自

立した大人として

は恥ずかしい面が

ある。 

 

「あいさつ」をは

じめとする礼儀の

指導や、公の場で

のコミュニケー

ション能力は、今

後の社会生活で必

要なもっとも基本

的として、重点を

置く必要があるの

ではないか。 

・ 環境整備で、教室や食堂の空調機器の設置を、PTAを含めて検討してはいかがで

しょうか。 

・ 是非検討してほしい。 

・ 甘やかすことに繋がってはいけない。必要ないのでは・・・・ 

・ 三豊工業の活躍や取り組みをOBとして誇りに思う。 

３

そ

の

他 

 

 

 

 

 


